
１．開催日時　　令和３年７月２６日(月)１４時１０分～１６時００分

２．開催場所　　向島公民館２階　大研修室

３．出席委員　１８人（委員総数１９人 ）

　　　会　長　　１９番　土山　浩二

　　　副会長　　　　　　　２番　金藤　祐治 　　８番　山田　　清

　　　委　員　　　１番　米田　健一 　　３番　  　 ４番　吉原　正紀

　　５番　松森　　智 　　６番  安井　常人 　　７番  上峠　数博
　　９番　髙本　博文 　１０番　村上　　正 　１１番　中司　睦枝

　１２番　大西　寛幸 　１３番　岡本　幸平 　１４番　原　　弘子
　１５番　片山　　博 　１６番　高橋　泰登 　１７番　八津川　和司　　　

　１８番　楢原　生夫

　　欠席委員　１人
　　３番　村上　智彦

４．農地利用最適化推進委員の出席　１５人(推進委員総数１８人）

江良 宗人　　中司 邦弘　　　笠井 博志　　檀上 健　　　行廣 文德

上 清五郎 　 石本 徳栄　　　      　     林原 啓　　　奥本 浩己　　宮地 眞良

松浦 徳和    村上 佐代子　　藤岡 正宏　　　　　　　　 佐々木 崇　　植原 宗哉

５．議事日程

　　　第１　議事録署名委員の指名

　　　第２　議案（審議事項）

議案第３８号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第３９号　農地法第４条の規定による許可申請について

議案第４０号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第４１号　農地法第５条の許可事業計画変更申請について

議案第４２号　非農地証明申請について

審議事項（２）尾道農業振興地域整備計画変更の意見について

　　　第３　議案（報告事項）

報告第３７号　農地法第３条の規定による許可申請の取下げについて

報告第３８号　農地法第４条第１項第８号の規定による転用届出に対する受理について

報告第３９号　農地法第５条第１項第７号の規定による転用届出に対する受理について

報告第４０号　農地改良届による通知について

報告第４１号　電気事業者の行う送電用電気工作物等の設置について

報告第４２号　認定電気通信事業者の行う中継施設等の設置について

　　　第４　その他

　その他

６．農業委員会事務局職員    

　　　事務局長　　市川 昌志　　

　　　事務局職員　宮崎 伸昭　　髙橋 知佐子　　中島 幸恵　　小田 充彦

７．農林水産課職員    

　　　職員　　　　久保﨑 創

尾 道 市 農 業 委 員 会 総 会 議 事 録

報告第３６号　農地法第３条の３第１項の規定による届出に対する受理について
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８．会議の概要

会　長 　あいさつ（省略）

会　長

　（行廣文德さん挨拶）

会　長 　ありがとうございました。

 （農業委員・推進委員・事務局職員が自己紹介）

議　長

議　長

事務局

　借受人の経営面積は３，６６２㎡であり、下限面積の１，０００㎡を充たします。
　営農計画書には、出荷目的で野菜類を耕作するとなっています。

　貸渡理由は後継者がいないため経営規模の縮小、借受理由は障害者福祉サービスの一環と
して、障害者が農業を通して活躍する場をつくるためです。

　それでは、議案第３８号、農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明いたしま
す。
　　（議案第３８号、６５番から７７番までを議案書をもとに説明）

　申請番号６５番から６８番は関連案件のため一括して説明いたします。
　６５番から６８番、権利の種類は、解除条件付き貸借　期間１年間の使用貸借権の設定で
す。

　６５番、申請地は、栗原町の４筆、現況地目は田で、面積は合わせて１５２７㎡です。
　６６番、申請地は、栗原町の１筆、現況地目は田で、面積は５４８㎡です。
　６７番、申請地は、栗原町の２筆、現況地目は田で、面積は合わせて２５７㎡です。
　６８番、申請地は、栗原町の６筆、現況地目が田が２筆、畑が４筆で、面積は合わせて
１，８４２㎡です。

　解除条件付き貸借とは、農地所有適格法人以外の法人が、農地を借りる場合に、農地法第
３条第３項の要件を全て満たせば、農地法３条の許可ができる制度です。

　借受人は障害福祉サービスを提供する法人です。

　第３条第３項の要件は３つあり、１つ目は、農地を適正に利用していないと認められる場
合に、貸借契約を解除するという旨の条件が付された契約書を交わしていること。２つ目
は、地域の農業者と適切に役割分担し、継続的・安定的に農業経営を行う見込みがあるこ
と。３つ目は、法人の役員等の１人以上が、農作業等に常時従事し、責任を持って対応でき
ると認められること。となっております。

　それでは、議事に入れせていただきます。本日の出席者の報告をさせていただきます。
　委員総数は１９名で、本日の出席委員は１８名、欠席委員は１名です。定足数に達してお
りますので、本日の総会は成立しております。

　議事録署名は８番・山田清委員、９番・髙本博文委員にお願いします。

　農地利用最適化推推進委員は、１８名中、出席委員は１５名です。

　議案第３８号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。

　事務局より説明を求めます。

　議案書の方をご覧ください。

　それでは、これから申請に基づく議題に入ります。

 開会の前に、第２地区の尾道市農地利用最適化推進委員になられました行廣文德さんが参加
しての最初の総会ですので、一言ご挨拶をいただきたいと思います。

　続いて、農業委員、推進委員及び事務局職員の自己紹介を順番にお願いします。

　この申請については、７月５日、山田委員、江良推進委員、中司推進委員と事務局職員で
現地調査を行い、農地法第３条第２項各号に該当せず、また農地法第３条第３項各号の要件
を満たすため、許可要件を満たすと考えます。

　申請番号６９番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は、美ノ郷町本郷の３筆、現況地目は田、面積は８６９㎡です。
　譲渡理由は相手方の要望があったため、譲受理由は自宅から近く利便性を高めるためで
す。
　譲受人の経営面積は１，８７４．４４㎡で、下限面積の１，０００㎡を充たしています。
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　申請番号７５番、権利の種類は１０年間の使用貸借権の設定です。
　申請地は、因島中庄町の２筆、現況地目は畑、面積は合計１，２５１㎡です。
　譲渡理由は農業経営の規模縮小のため、譲受理由は新規就農者としてです。

　この申請については、７月５日、上峠委員、笠井推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。

　申請番号７３番・７４番の申請については、７月６日、中司委員、林原推進委員と事務局
職員で現地調査を行いました。

　申請番号７３番及び７４番は関連案件のため一括して説明いたします。
　申請番号７３番、権利の種類は期間の定めのない使用貸借権の設定です。
　申請地は、向東町の３筆、現況地目は畑、面積は合計８８２㎡です。
　譲渡理由は高齢による経営縮小、譲受理由は新規就農者としてです。

　

　なお、新規就農者のため営農計画書が添付されており、自家消費のための水稲を生産する
こととなっています。

　申請番号７０番、権利の種類は期間の定めのない使用貸借権の設定です。
　申請地は西藤町の３筆、現況地目は田、面積は１，１２２㎡です。
　譲渡理由は農業経営の規模縮小、譲受理由は新規就農者としてです。
　譲受人は新規就農者のため経営面積はありませんが、今回の譲受面積が合計で１，１２２
㎡であり、下限面積の１，０００㎡を充たします。

　申請番号７５番及び７６番は関連案件のため一括して説明いたします。

　譲受人は新規就農者のため経営面積はありませんが、今回の譲受け・借受け面積が合計で
１，１１９㎡であり、下限面積の１，０００㎡を充たします。
　なお、新規就農者のため営農計画書が添付されており、自家消費のために野菜や果樹を耕
作することとなっています。

　この申請については、７月７日、八津川委員、宮迫推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　申請番号７２番、権利の種類は贈与による所有権移転です。
　申請地は、御調町貝ヶ原の３筆、現況地目は畑、面積は合計３８２㎡です。
　譲渡理由は遠隔地につき耕作不能、譲受理由は相手方の要望によるです。
　譲受人の経営面積は９，４４２㎡で、下限面積の２，０００㎡を充たします。

　申請番号７０番及び７１番については、７月６日、大西委員、杉谷推進委員と事務局職員
で現地調査を行いました。

　申請番号７１番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は、高須町の１筆、現況地目は畑、面積は１１２㎡です。
　譲渡理由は後継者がいないため経営縮小、譲受理由は所有農地と隣接し利便性を高めるた
めです。
　譲受人の経営面積は３，６３８㎡で、下限面積の１，０００㎡を充たします。

　申請番号７６番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は、因島大浜町の１筆、現況地目は畑、面積は２６３㎡です。
　譲渡理由は相手方の要望による、譲受理由は新規就農者としてです。
　譲受人は新規就農者のため経営面積はありませんが、今回の譲受け・借受け面積が合計で
１，５１４㎡であり、下限面積の１，０００㎡を充たします。
　なお、新規就農者のため営農計画書が添付されており、自家消費のために野菜や果樹を耕
作することとなっています。
　この申請については、７月１２日、楢原委員、松浦推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　

　申請番号７７番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は、因島重井町の４筆、現況地目は畑、面積は合計３，２７７㎡です。
　譲渡理由は農業廃止、譲受理由は新規就農者としてです。
　譲受人は新規就農者のため経営面積はありませんが、今回の借受面積が合計で３，２７７
㎡であり、下限面積の２，０００㎡を充たします。

　なお、新規就農者のため営農計画書が添付されており、出荷目的で果樹を耕作することと
なっています。

　この申請については、７月１２日、村上智彦委員と事務局職員で現地調査を行いました。
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議　長

議　長

事務局

　　（挙手多数）

　次に、議案第３９号「農地法第４条の規定による許可申請について」と、議案第４０号
「農地法第５条の規定による許可申請について」は、関連案件があるため一括審議としま
す。

　事務局より説明を求めます。

　それでは、議案第３９号、農地法第４条の規定による許可申請についてと、議案第４０
号、農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明いたします。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明および質
疑のある方は挙手をしてください。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　申請番号６５番から７７番につきましては、農地法第３条第２項各号には該当しないた
め、許可要件の全てを満たすと考えます。

　　（挙手なし）

　　（議案３９号、４０号を議案書をもとに説明）

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定をすることに決しました。

　申請番号６５番から７７番は、原案のとおり許可決定することに、賛成の農業委員の方の
挙手をお願いします。

　議案第３９号の申請番号１０番と、議案第４０号の申請番号９８番及び９９番について、
転用目的及び転用事業者が同一のため一括して説明いたします。

　申請人及び借受人は、自己所有農地の一部及び父所有農地の一部を転用して、太陽光発電
設備を設置したいというものです。
　本件は設備①が平成２８年頃に、設備②が平成２７年頃に、設置済みであるため、申請に
際しては顛末書が添付されております。
　本件は転用許可なく設備が設置されていたため、地元農業委員より、設置者に対し、農地
法の申請指導がなされ、この度の申請に至ったものです。申請人は「農地転用に対する認識
不足であった」とのことでありました。

　所在は、山波町の全３筆の一部、地目は雑種地、農振農用地区域外、合計１７３㎡と７９
㎡の転用事案です。
　申請地は、市街化調整区域にあり、農業公共投資の対象となっていない小集団の農地であ
り、農地区分は、第２種農地と考えられます。

　質疑がないようですので、農業委員による採決に入ります。

　（なお、これ以降農業公共投資の対象となっていない小集団の農地である第２種農地は、
「その他２種」と説明させていただきます。）

　転用目的は、太陽光発電設備で、発電設備２か所です。
　設備①は農地法４条で自己転用する農地の一部と、農地法５条使用貸借により転用する、
借受人の父が所有する農地の一部において、太陽光パネル６５枚　発電量１４．７ｋｗの発
電設備を、設備②は農地法５条使用貸借により転用する、借受人の父が所有する農地の一部
において、太陽光パネル２４枚、発電量５．５ｋｗの発電設備を設置するものです。

　この申請については、７月５日、山田委員、中司推進委員と事務局職員で、申請人立会い
のもと、現地調査を行い、やむを得ないものと判断いたしました。
　なお、再生可能エネルギー発電事業計画認定済み、であることを確認しております。
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　転用目的は、分譲住宅用地で、住宅３区画、駐車場全５区画、合併浄化槽が計画されてい
ます。
　譲受人は福山市に本店を置く、不動産業を営む法人で、申請地を買い受けて、造成後、建
築条件付きの分譲住宅用地として販売する予定です。都市計画法に基づく、建築許可見込み
です。
　なお、この建築条件付きとは、これまで、土地の造成のみを目的とする転用は、認められ
ていませんでしたが、平成３１年３月農水省通知により、住宅については、転用事業者と土
地購入者が一定期間内（おおむね３か月）に契約を締結することなどの条件を付すことによ
り、分譲住宅用地として転用が認められるようになったものです。

　申請番号１０２番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、浦崎町の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、１６５㎡の転用計画です。
　申請地は、都市計画区域外にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、駐車場用地で、駐車場２区画が計画されています。
　譲受人は、福山市に本店を置く、建築業等を営む法人であり、隣接宅地と一体利用する申
請地を取得して、従業員用の駐車場として利用したいというものです。
　この申請については、７月６日、高橋委員、檀上推進委員と事務局職員で、現地調査を行
い、問題ないものと確認しております。

　申請番号１０３番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、西藤町の１筆、現況地目は畑、農振農用地区域外、５１５㎡の転用計画です。
　申請地は、市街化調整区域にありますが、尾道福山自動車道の西藤インターから３００ｍ
以内に位置することから、農地区分は、第３種農地と考えられます。

　申請番号９７番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、栗原町の２筆、地目は田、農振農用地区域外、合計３８㎡の転用計画です。
　申請地は、市街化調整区域にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、駐車場用地で、駐車場２区画が計画されています。
　譲受人は、現在、三原市に居住していますが、申請地の近隣に移住予定であり、駐車場が
不足していることから、申請地を取得して、自家用駐車場として利用したいというもので
す。

　この申請については、７月５日、山田委員、江良推進委員、中司推進委員と事務局職員
で、現地調査を行い、問題ないものと確認しております。

　申請番号１００番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、木ノ庄町木門田の１筆、地目は雑種地、農振農用地区域外、５７㎡の転用事案で
す。
　申請地は、都市計画区域外にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、資材置場用地で、事業用の資材置場です。
　譲受人は、同町内に本店を置く、金属材料の販売やバッテリーの解体業等を営む法人で、
申請地を買い受けて、鉄筋資材やバッテリー置場として利用したいというものです。

　この申請については、７月５日、上峠委員、笠井推進委員と事務局職員で、現地調査を
行ったところ、既に、既存の資材置場が拡張され、申請地が農地以外の利用状況となってい
たため、調査後、申請代理人に対して顛末書の提出を求めるよう指導いたしました。

　後日、申請代理人に確認したところ、申請書の提出直後に転用行為をおこなってしまった
との報告があり、顛末書の提出もなされたことから、転用については、やむを得ないものと
考えます。

　

　申請番号１０１番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、浦崎町の１筆、地目は田、農振農用地区域外、５０４㎡の転用計画です。
　申請地は、都市計画区域外にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、建売分譲用地で、住宅２棟、建築面積２棟合計２１０㎡、駐車場２区画、合
併浄化槽が計画されています。
　譲受人は、東京都に本店を置く、不動産業を営む法人で、申請地を買い受けて、建売住宅
を分譲したいというものです。
　この申請については、７月６日、高橋委員、檀上推進委員と事務局職員で、現地調査を
行ったところ、工事関係者によるブロック工事など、既に工事が着手されていたため、現地
の工事関係者及び申請代理人に対し、工事の停止及び顛末書の提出を求めるよう指導いたし
ました。
　後日、申請代理人に確認したところ、転用制度の理解が不十分であったため、許可前に着
手してしまったとこと、また、現在は、工事を停止させているとの報告があり、顛末書の提
出もなされたことから、転用についてはやむを得ないものと考えます。
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　申請番号１０５番、申請内容は、贈与による所有権の移転です。
　所在は、御調町平の１筆、地目は雑種地、農振農用地区域外、３８㎡の転用事案です。
　申請地は、非線引き都市計画区域で、おおむね１０ヘクタール以上の規模の一団農地区域
内にあり（良好な営農条件を備えていると判断され）農地区分は、第１種農地と考えられま
す。

　転用目的は、農業用施設用地で、コンクリート通路です。
　譲受人は、申請地の後背地に農地を所有していますが、農業用機械の搬入出が困難であっ
たため、この度、分筆登記を行い、譲り受けて通路として使用したいというものです。
　申請地は、集団性のある第１種農地ですが、転用目的が、「農地法施行令第１１条第１項
第２号イ」の「農業用施設」にあたり、第１種農地の不許可の例外に該当するものです。

　この申請については、７月７日、土山委員、上推進委員と事務局職員で、現地調査を行
い、問題ないものと確認しております。

　この申請については、７月６日、大西委員、杉谷推進委員と事務局職員で、現地調査を行
い、転用については問題ないものと確認しております。

　本件は、経済産業省による固定価格買取制度（ＦＩＴ制度）の対象外の事業であり、設備
設置業者のグループ会社が、転用事業者から電力を買い取り、その後、買い取った電力をグ
ループ会社が電気会社や個人に卸すというものです。
　なお、申請に際し、転用事業者と、電力を買い取るグループ会社との間で締結された、
「発電電力の売買に関する契約書」を確認しております。

　申請番号１０４番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、御調町今田の２筆、地目は田、農振農用地区域外、合計１，９３３㎡の転用計画
です。
　申請地は、非線引き都市計画区域にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、太陽光発電設備で、太陽光パネル３００枚、発電量４９．５Ｋｗが計画され
ています。
　譲受人は、広島市に本店を置く、太陽光などの自然エネルギーによる発電事業及び電気の
供給・販売業を営む法人であり、申請地を買い受けて、太陽光発電設備を設置したいという
ものです。

　なお、本件は平成２９年頃から、コンクリート通路として利用されており、申請に際して
は顛末書が添付されております。
　また、本件は第１種農地の転用案件として、広島県農業会議に意見聴取することとなりま
す。

　申請番号１０６番、申請内容は、贈与による所有権の移転です。
　所在は、御調町市の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、１２㎡の転用計画です。
　申請地は、非線引き都市計画区域にあり、御調支所からおおむね５００ｍ以内に位置する
ことから、農地区分は、市街化２種農地と考えられます。

　転用目的は、道路用地で、通路が計画されています。
　譲受人は、申請地周辺に宅地などを所有していますが、車両の通行が困難であったため、
この度、分筆登記を行い、譲り受けて通路として利用したいというものです。

　１０５番・１０６番の申請については、７月７日、八津川委員、宮迫推進委員と事務局職
員で、現地調査を行い、問題ないものと確認しております。

　申請番号１０７番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、向東町の５筆、地目は畑、農振農用地区域外、合計９７５㎡の転用計画です。
　申請地は、市街化調整区域にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積１４９㎡、倉庫１棟、駐車場６区画、
合併浄化槽が計画されています。

　譲受人は、申請地を買い受けて、住宅を新築したいというものです。
　申請地は、転用面積が５００㎡を超えていますが、計画家屋が平屋であること、また、趣
味のための倉庫及び複数台の駐車場を必要としていることから、やむを得ないものと考えま
す。
　なお、都市計画法に基づく建築許可見込みです。
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　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　申請番号１１１番、申請内容は、使用貸借による権利の設定です。
　所在は、瀬戸田町御寺の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、２０５㎡の転用計画です。
　申請地は、非線引き都市計画区域にあり、昭和４６年から５４年にかけて、農地保全整備
事業を施行した農地であり、農地区分は、第１種農地と考えられます。
　転用目的は、一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積７０．９６㎡、駐車場１区画、合併浄
化槽が計画されています。
　借受人は、父名義の申請地を借り受けて、住宅を新築したいというものです。
　本件は、農地法施行規則第３３条第４号「住宅そのた申請に係る土地の周辺の地域におい
て居住する者の日常生活上必要な施設で集落に接続して設置されるもの」として、第１種農
地の不許可の例外に該当するものです。
　この申請については、７月９日、米田委員、藤岡推進委員と事務局職員で、現地調査を行
い、問題ないものと確認しております。
　なお、本件は、第１種農地に係る転用案件として、広島県農業会議に意見聴取することと
なります。

　この申請については、７月９日、片山委員、植原推進委員と事務局職員で、現地調査を行
い、問題ないものと確認しております。

　申請番号１１２番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、瀬戸田町沢の２筆、地目は畑、農振地域外、合計８２１㎡の転用計画です。
　申請地は、非線引き都市計画区域の用途地域内にあり、農地区分は、第３種と考えられま
す。
　転用目的は、一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積１０８．０６㎡、カーポート１棟、建
築面積３３．７６㎡合併浄化槽が計画されています。
　譲受人は、申請地を買い受けて、住宅を新築したいというものです。
　申請地は、転用面積が５００㎡を超えていますが、法面部分が多く有効面積が少ないこ
と、また計画家屋が平屋であることやカーポートの建築が予定されていることから、やむを
得ないものと考えます。

　申請番号１０８番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、向東町の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、１，２９２㎡の転用計画です。
　申請地は、市街化調整区域にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、資材置場用地で、事業用の資材置場が計画されています。
　譲受人は、福山市に本店を置き、申請地周辺で太陽光発電事業などを営む法人であり、資
材置場が不足していることから、申請地を買い受けて、単管や木材など、事業用の資材置場
として利用したいというものです。
　１０７番・１０８番の申請については、７月６日、中司委員、林原推進委員と事務局職員
で、現地調査を行い、問題ないものと確認しております。

　

　申請番号１０９番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、向島町の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、４７６㎡の転用計画です。
　申請地は、市街化調整区域にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積７２．８７㎡合併浄化槽が計画されて
います。
　譲受人は、この度、義理の父から申請地を買い受けて、住宅を新築したいというもので
す。なお、都市計画法に基づく建築許可見込みです。
　この申請については、７月６日、吉原委員、原委員、奥本推進委員と事務局職員で、現地
調査を行い、問題ないものと確認しております。

　申請番号１１０番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、瀬戸田町名荷の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、９０７㎡の転用計画です。
　申請地は、非線引き都市計画区域にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、資材置場用地で、事業用の資材置場が計画されています。
　譲受人は、申請地周辺で太陽光発電事業を行っており、資材置場が不足していることか
ら、申請地を買い受けて、単管やネットフェンスの材料などの資材置場として利用したいと
いうものです。

　この申請については、７月９日、高本委員、佐々木推進委員と事務局職員で、現地調査を
行い、問題ないものと確認しております。
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議　長

議　長

事務局

議　長

　　（補足説明、質問、意見なし）

　それでは、議案第４１号、非農地証明申請について、ご説明いたします。

　申請番号２２番は、因島重井町の２筆、現況地目は山林、面積は、合計で９３１㎡です。
利用状況は、長い間耕作を放棄し、平成１８年頃から雑木が繁茂し山林化している状況で
す。
　農振農用地区域外、第２種農地、非線引き都市計画区域の用途地域外です。

　申請番号２３番は、瀬戸田町瀬戸田の１筆、現況地目は宅地、面積は、５４㎡です。
　利用状況は、昭和４３年に住宅を新築し、昭和５３年に隣接地の申請地を購入しそれ以来
住宅敷地として利用している状況です。
　農振地域外、第３種農地、非線引き都市計画区域の用途地域内です。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定することに決しました。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明および質
疑のある方は挙手をしてください。

　次に、議案第４１号「非農地正明申請について」を議題といたします。

　

　申請番号２１番は、因島三庄町の２筆、現況地目は山林、面積は、合計で１，４２１㎡で
す。
　利用状況は、平成元年頃から耕作を放棄し山林化している状況です。
　農振農用地区域外、第２種農地、非線引き都市計画区域の用途地域外です。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　この申請については、７月９日、片山委員、植原推進委員と事務局職員で現地調査を行
い、宅地と判定されました。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　　（補足説明、質問、意見なし）

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明および質
疑のある方は挙手をしてください。

　この申請については、７月１２日、村上正委員、宮地推進委員と事務局職員で現地調査を
行い、山林と判定されました。

　質疑がないようですので、農業委員による採決に入ります。

　この申請については、７月１２日、村上智彦委員と事務局職員で現地調査を行い、山林と
判定されました。

　　（議案第４１号、２１番から２３番までを議案書をもとに説明）

　なお、関係他法令が審査中の案件につきましては、他法令が許可になりしだい、許可決定
することといたします。

　事務局より説明を求めます。

　なお、申請番号１０５番と１１１番につきましては、農業委員会ネットワーク機構への意
見聴取をし、許可妥当の答申後に許可決定することといたします。

　質疑がないようですので、農業委員による採決に入ります。
　議案第３９号及び議案第４０号は、原案のとおり許可決定することに、賛成の農業委員の
方の挙手をお願いします。

　　（挙手多数）
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議　長

事務局

議　長

議　長

農林水産
課職員

　この説明のために農林水産課の職員が出席されていますので、農林水産課より説明を求め
ます。

　　（補足説明、質問、意見なし）

　　（挙手多数）

　質疑がないようですので、農業委員による採決に入ります。

　申請番号１番は原案のとおり、証明書を交付することに、賛成の農業委員の方の挙手をお
願いします。

　次に、議案第４２号「相続税の納税猶予に関する適格者証明書の交付について」を議題と
いたします。

　　（議案第４２号、１番を議案書をもとに説明）

　次に、審議事項（２）「尾道農業振興地域整備計画変更の意見について」を議題といたし
ます。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり証明書を交付することに決しました。

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明および質
疑のある方は挙手をしてください。

　事務局より説明を求めます。

　申請番号２１番から２３番は、原案のとおり受理決定することに、賛成の農業委員の方の
挙手をお願いします。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり受理決定することに決しました。

　　（挙手多数）

　申請番号１番、申請地は久山田町の１３筆、現況地目は田が１１筆、畑が２筆、面積は合
計４，８６６㎡です。
　相続人は被相続人の子であり、相続税の納税猶予特例を受けるための申請です。

　この申請については、７月５日、山田委員、江良推進委員、中司推進委員と事務局職員で
現地調査を行い、適切な申請であることを確認しております。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

尾道農業振興地域整備計画の変更について、農振法施行令第３条の２第２項において準用
する同条第１項の規定により、意見を求めます。

尾道農業振興地域整備計画の変更について、まず農用地区域からの除外について、順次ご
説明いたします。

　　（議案書資料をもとに説明）

それでは、議案第４２号、相続税の納税猶予に関する適格者証明書の交付について、ご説
明いたします。
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　１６ページ、位置番号６、美ノ郷町本郷の案件についてです。
　当該地について、携帯会社の携帯基地局の設置の届け出が出ていますので、農振法施行令
第８条第４項により、２．２５㎡が農用地区域ではないとの扱いとなります。

　では、位置番号１から順に説明します。

　１ページ、位置番号１、御調町徳永の案件についてです。
　当該地について、携帯会社の携帯基地局の設置の届け出が出ていますので、農振法施行令
第８条第４項により、２．２５㎡が農用地区域ではないとの扱いとなります。

　２ページ、位置番号２、御調町植野の案件です。
　申出地の現況地目、田、用途区分、田となっています。
　除外後利用計画は墓地に利用とのことであり、除外理由は、所有者が現在、山の上に一族
の墓所を有していますが、近ごろ近親者の葬祭があり、この期に平地へ移転しようとするも
のです。他所有地は、山林もしくは、住宅地のただ中であったり、基盤整備実施地などであ
るため、最終的に当該土地を選定したものです。

　計画図面等は１２ページ以降をご確認ください。なお農地法上は、公共の用に供するとの
ことで許可不要との事ですが、農振法は所定の除外要件を満たすかどうか通常通り審査が必
要とされているものです。

　以上より、位置番号４については、法１３条第２項の除外の５要件を満たしているとし
て、除外の考えです。

　７ページ、位置番号３、原田町梶山田の案件についてです。
　当該地について、携帯会社の携帯基地局の設置の届け出が出ていますので、農振法施行令
第８条第４項により、２．２５㎡が農用地区域ではないとの扱いとなります。

　１５ページ、位置番号５、木ノ庄町市原の案件についてです。
　当該地について、携帯会社の携帯基地局の設置の届け出が出ていますので、農振法施行令
第８条第４項により、２．２５㎡が農用地区域ではないとの扱いとなります。

　８ページ、位置番号４、木ノ庄町木梨の案件についてです。
　申出地の現況地目、田、用途区分、田となっています。
　尾道市長からの申出となっており、除外後利用計画は地元消防団の器具庫建設のためとの
ことです。
　９ページ・１０ページが申し出地周辺の状況です。近隣には農地が広がっており、Ｓ５８
～Ｈ１２にかけて実施された農村総合整備モデル事業によるほ場整備実施地です。集団的な
農振農用地の辺縁に位置しています。
　当該地の選定理由は、１１ページの配置図により、消防団の管轄管内を南北に移動が容易
であること、また地区内は土砂警戒区域が多く、適地が少ない事などから、農地の集団性に
比較的影響の少ない当該地を選定されたとの事です。また、所有者及び隣接地におかれて
も、賛意を示されています。

　別紙１　農用地区域からの除外となっている資料をご覧ください。今回の計画変更におけ
る農用地区域から除外する土地についての一覧となっております。カラー資料には、今回諮
問いたします除外案件についての位置図や周辺農用地図を付けております。では、農用地区
域からの除外に関する説明をしてまいります。
　なお、除外のうち４件（１，３，５，６）については、公共性が特に高いと認められる施
設の設置での除外であり、届け出での設置となっていますので、報告事項の扱いになります
ので予めご承知ください。

　３ページ・４ページが申し出地周辺の状況です。近隣には農地が広がっていますが、形状
等を見てのとおり、換地等の基盤整備は行われていません。隣接地の所有者におかれても、
賛意を示されています。
　以上より、位置番号２については、法１３条第２項の除外の５要件を満たしているとし
て、除外の考えです。
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　１８・１９ページが申し出地周辺の状況です。近隣には宅地が点在しており、農振農用地
の辺縁に位置し、道路に面していることがわかります。また、当該土地は、水路を整備した
土地改良事業実施地ではありますが、事業完了から、４５年が経過しており、Ｈ２９および
Ｒ１、Ｒ２には、当該地の近隣の土地についても除外転用により分家住宅が建設されていま
す。また、隣接地の所有者におかれても、賛意を示されています。

　以上より、位置番号７については、法１３条第２項の除外の５要件を満たしているとし
て、除外の考えです。

　２３ページ、位置番号８、向島町の案件です。
　申出地の現況地目、畑、用途区分、畑となっています。
　除外後利用計画は所有者の子の宅地として利用とのことであり、先ほどと同様ですが、除
外理由は、所有者の子が、現在の別の場所に居住中ですが、介護の必要に伴い、住宅建設を
計画。所有者宅から近距離であること、他所有地は、山林もしくは、住宅建設が困難である
ことから、土地の形状等も踏まえて当該土地を選定したものです。
　２４・２５ページが申し出地周辺の状況です。近隣には宅地が点在しています。また、当
該土地は、土地改良事業実施地ではありますが、先ほどと同様の次第でございます。

　計画図面等は２６ページ以降をご参照ください。
　以上より、位置番号８については、法１３条第２項の除外の５要件を満たしているとし
て、除外の考えです。

　続いて編入の説明です。
　１ページ、位置番号１０は吉和町の土地であり、全て果樹経営支援対策事業の受益地とし
て取り組むということが農用地区域への編入理由となっております。
　２ページに該当土地周辺の航空写真をつけていますが、特に農用地区域はありませんが、
農用地が増えることについては好ましい事でありますので、編入させていただきたいという
ものです。

　位置番号１２としまして、こちらの事案については、向島町において新規就農者の方が、
地域活性化のため周辺で果樹を栽培し、その加工施設を設置したいというものです。出荷時
期を調整して有利販売につなげるため、冷蔵用コンテナ３基を配置し、また付加価値を高め
るため、乾燥果実加工品を製造・加工する加工場を設置する計画となっています。

　２８ページ、除外の最後、位置番号９、因島三庄町の案件です。
　こちらの土地については、県営ため池整備事業の大森ため池改修事業の受益地という事で
農振農用地となっていますが、非農地証明済みとの事で、法１０条第３項に該当しなくなっ
たものとして、職権で除外となります。

　以上、合計９筆、２，２６７㎡の除外を予定しております。

　続いて３ページ、位置番号１１は瀬戸田町福田の土地であり、こちらも全て環境保全型農
業直接支援対策事業の受益地として取り組むということが農用地区域への編入理由となって
おります。
　５・６ページの該当土地周辺写真の航空写真等を見てわかるように、周辺には農地が多い
ことがわかります。

　　編入１４筆については、すべて、参考資料「農用地区域に定める土地」の（５）農業の
振興を図るため、土地の農業上の利用を確保することが必要と認められる土地という要件に
該当するものです。

　１７ページ、位置番号７、向島町の案件です。
　申出地の現況地目、畑、用途区分、畑となっています。
　除外後利用計画は所有者の孫の宅地として利用とのことであり、除外理由は、所有者の孫
が、現在の別の場所に居住中ですが、介護の必要に伴い、住宅建設を計画。所有者宅から近
距離であること、他所有地は、山林もしくは、住宅建設が困難であることから、土地の形状
等も踏まえて当該土地を選定したものです。

　合計１４筆１２，１６４㎡の編入を予定しております。

　最後に、別紙３、用途区分変更を説明します。こちらについては、農業用施設を設置する
という事で、農振地域からの除外ではございませんが、農業用の建築物が設置される内容で
ありますので、併せてご説明します。
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　以上より、当該地のうちの６０８㎡について、農業の用に供する農業用施設の設置とし
て、農用地区域内の用途区分変更を予定しています。

　挙手多数ですので、本件は、異議ない旨の意見決定することに決しました。

　ただいま、農林水産課より説明が終わりました。
　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、質疑のある方は挙
手をしてください。

　　（質疑応答あり）

　　（挙手多数）

　もう一つの資料「尾道農業振興地域整備計画書（変更案）抜粋」については、今回の計画
変更を行った場合の、農用地区域の面積の変更、及び農用地区域の筆の整理等を行っており
ます。

　以上で、今回の農業振興地域整備計画に係る農用地利用計画の変更内容の説明を終わりま
す。

　本日はご苦労様でした。

　それではこれをもちまして、尾道市農業委員会総会を閉会いたします。

　閉会にあたり副会長があいさつをいたします。

　長時間にわたり、慎重な審議ありがとうございました。

　報告第３６号から第４２号までを一括して審査を行います。

　　（質疑応答）

  ただいまの事務局の説明について、農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、質疑のあ
る方は挙手をしてください。

　まず最初に、各調査区での活動状況を報告していただきます。

　報告事案等があれば挙手のうえ報告してください。

　　（活動状況報告：省略）

　　（質問、意見なし）

　次に、事務局より、その他・連絡事項についての説明を求めます。

　　（その他・連絡事項について説明）

　次に、報告事項に入ります。

　以上で、本日の議案の審議ならび報告事項はすべて終了いたしました。

　質疑がないようなので、報告事項を終わります。

　農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、質疑のある方は挙手をしてください。

　次に、その他に入ります。

　説明が長くなり申し訳ありませんが、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

　用途区分変更の案件については、今後も農業委員、推進委員に説明を行っていくものと
し、尾道農業振興地域整備計画変更については、異議ない旨の意見決定することに、賛成の
農業委員の方の挙手をお願いします。

- 12 -


